
大雨や強風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。
ふだんから気象情報に十分注意し、避難の際もみんなで協力しましょう。

風水害対策について

局地的大雨と集中豪雨

防災気象情報をキャッチしよう！

●ラジオやテレビなどの気象情報に注意する。
●市や防災関係機関の広報をよく聞いておく。
●停電に備え懐中電灯や携帯ラジオを用意する。
●非常時持出品を準備しておく。

●早く帰宅し、家族と連絡を取り、非常時に備える。
●飲料水や食料を3日分以上備蓄しておく。
●浸水に備えて家財道具は高い場所へ移動する。
●危険な地域では、いつでも避難できるよう準備をする。

　気象庁の定義によると、「局地的大雨」は単独の積乱雲が急激に発達して降らせる一過性の大雨のことで「ゲリラ豪
雨」とも呼ばれることもあり、局地的には数十ミリになります。「集中豪雨」は積乱雲が同じ場所で次々と発達を繰り返
し、雨が数時間にわたって降り続く現象です。狭い範囲に数百ミリの雨を降らせます。
　その中でも、積乱雲が連続して発生し線状に並びその規模が幅20～50km、長さが50～300kmになるものが「線
状降水帯」と呼ばれています。停滞性の線状降水帯は、同じ場所で激しい雨が長時間降り続き、まさにその場所にいる人
にとっては経験したことのない大雨となり、甚大な被害をもたらすおそれがあります。

気象情報

大雨注意報
大雨による土砂災害や浸水害が発生
するおそれがあると予想される場合

大雨警報
大雨による重大な土砂災害や浸水害が
発生するおそれがあると予想される場合

大雨特別警報
台風や集中豪雨により数十年に一度の降
雨量となる大雨が予想される場合

強風注意報
強風により災害が発生するおそれがある
と予想される場合

暴風警報
暴風により重大な災害が発生するおそれ
があると予想される場合

暴風特別警報
数十年に一度の強度の台風や同程度の
温帯低気圧により暴風が吹くと予想され
る場合

記録的短時間大雨情報 ： 1時間雨量が100㎜以上を観測した場合に発表されます。
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